
10月14日（金）～11月9日（水）令和４年
２０２２

Life with Bonsai
は じ め よ う 、盆 栽 の あ る 暮 ら し

特 別 展

盆栽を愛でる

９人の

アーティストらによる

盆栽展

【休館日】木曜日（祝日の場合は開館）　【主　催】さいたま市大宮盆栽美術館　【協　力】株式会社モデルノ
【会　場】さいたま市大宮盆栽美術館　ロビー、コレクションギャラリー、企画展示室（一部）
【出品者】（五十音順）

板坂諭（建築家、プロダクトデザイナー）
TIME & STYLE×加藤蔓青園（インテリアブランド×盆栽家）
ペトル・ホリー（研究者）

大和田良（写真家）
高橋俊宏（編集者）
ミヤケマイ（美術家）

須田悦弘（美術家）
津森千里（ファッションデザイナー）
山田香織（盆栽家）
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写真家建築家、プロダクトデザイナー 美術家

インテリアブランド×盆栽家 編集者 ファッションデザイナー

研究者 美術家 盆栽家

JR宇都宮線「土呂駅」下車　東口より徒歩5分
東武アーバンパークライン「大宮公園駅」下車 徒歩10分
首都高速埼玉新都心線「新都心西」出口より約6km
東北自動車道「岩槻」出口より約9km
駐車場：一般車両39台（2時間まで無料）
 大型車3台（880円）、障害者用2台（無料）

電車利用

車 利 用

〒331-0804  埼玉県さいたま市北区土呂町2-24-3
TEL  048-780-2091　FAX  048-668-2323 https://www.bonsai-art-museum.jp

このチラシは10,000部作成し、1部当たりの印刷経費は12円です。

休 館 日 木曜日　※祝日の場合は開館

観 覧 料 一　般 …………………… 310円 （200円）
 高大生・65歳以上の方 …… 150円 （100円）
 小中学生 ………………… 100円 （50円）
 ＊障害者手帳をお持ちの方と付き添いの方一名は半額
 ＊（　）内は、20名以上の団体料金

開館時間 9：00～16：30
　　　　　（11月から～16：00）
 ＊入館は30分前まで

スライドトーク

担当学芸員が展覧会の見どころをスライドを用いて紹介しま
す。スライドトーク終了後、録画映像を「YouTube」（限定公開）
に配信し、視聴用URLを当館ホームページに掲載します。

事前申込不要。当日会場にお集まりください。

みんなの Life with Bonsai
盆栽愛好家のみなさんの盆栽との暮らしをテーマとした写
真を募集します。
お送りいただいた写真は、企画展示室の一部を会場にして
掲示していきます。ぜひご参加ください。
本イベントの詳細は、当館ホームページでご確認ください。

● 日　時　10月15日（土）、11月６日（日）各日13：30～
● 会　場　ロビー
● 参加費　無料

はじめよう、盆栽のある暮らし
　2020年以来のコロナ禍における“おうち時間”の増加は、私たちに盆栽のもつ魅力を改めて教えてくれました。春の芽吹き、若葉のたくましい生長、深まる紅葉、
しんとした冬の立ち枯れと明くる春の再生―盆栽との暮らしのなかで、植物の持つ生命力のたしかさと、四季の移ろいのうつくしさに私たちは改めて気がついたの
です。生活のなかに根付いた身近な自然としての盆栽の魅力を、多くの人に伝えたい。本年の特別展では、盆栽文化の振興という大宮盆栽美術館のミッションの
一つに立ち返り、「Life with Bonsai（盆栽のある暮らし）」をテーマに据えました。
　本展では、より多くの方に盆栽の魅力を伝えるため、盆栽を愛でる9人のアーティストらをゲストキュレーターとして招き、それぞれが演出する盆栽を含めた
展示を通して、盆栽とともにある魅力的な暮らしのスタイルや、新たな飾りの楽しみ方を紹介します。
　また、企画展示室の一部を会場に、一般愛好家に募って盆栽との暮らしをテーマとした写真を掲示していきます。SNSを通じて募集しますので、みなさんの
Life with Bonsaiの一コマをぜひお送りください。
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